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真
喜
屋
区
民
の
皆
様
、
来
賓
の
皆
様

こ
ん
ば
ん
は
。
真
喜
屋
区
向
上
会
主
催

の
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
行
事
に
お
越
し
く
だ

さ
い
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

私
は
向
上
会
会
長
の
Ｕ
・
Ｈ
で
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

当
区
の
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
は
五
穀
豊
穣
、

子
孫
繁
栄
を
願
う
行
事
で
す
。
真
喜
屋

区
は
風
光
明
媚
で
肥
沃
な
土
壌
、
水
の

豊
か
さ
は
他
の
地
域
よ
り
格
段
に
群
を

抜
い
て
い
ま
す
。
真
喜
屋
区
ほ
ど
農
業

に
恵
ま
れ
た
地
域
は
他
に
な
い
と
思
い

ま
す
。
正
に
、
絵
に
描
い
た
よ
う
な
ア

ブ
シ
バ
レ
ー
行
事
が
地
域
に
溶
け
込
ん

で
お
り
ま
す
。

子
孫
繁
栄
に
ち
な
ん
で
、
真
喜
屋
区

で
最
も
人
口
が
最
大
だ
っ
た
時
期
は
、

時
代
を
遡
っ
て
明
治
３
６
年
、
１
２
７

７
人
で
、
現
在
の
２
．
１
倍
で
す
。
そ

の
時
期
は
羽
地
地
域
で
１
位
、
２
位
が

源
河
区
の
１
１
８
８
人
、
３
位
は
仲
尾

次
区
の
１
１
８
０
人
で
し
た
。

り
、
「
ま
ぎ
ゃ
」
は
マ
ー
ジ
質
の
土

壌
に
由
来
す
る
地
名
だ
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

先
人
、
先
輩
の
方
々
の
農
業
の
歴

史
は
古
く
、
大
正
６
年
に
真
喜
屋
区

有
志
１
５
０
名
余
の
地
主
で
総
会
を

開
き
、
真
喜
屋
大
川
、
満
川
の
治
水

工
事
を
行
い
、
真
喜
屋
タ
ー
ブ
ッ
ク

ワ
ー
が
整
備
さ
れ
、
稲
作
が
展
開
さ

れ
た
と
の
こ
と
で
す
。

昭
和
の
初
め
に
な
る
と
真
喜
屋
タ

ー
ブ
ッ
ク
ワ
ー
は
、
羽
地
随
一
と
な

り
、
在
来
種
で
１
年
に
１
回
の
収
穫

で
し
た
が
、
昭
和
４
年
頃
か
ら
新
品

種
が
導
入
さ
れ
、
二
期
作
と
な
っ
て

５
，
６
倍
の
収
穫
が
得
ら
れ
た
と
の

こ
と
で
す
。
正
に
真
喜
屋
区
は
、
稲

作
の
黄
金
時
代
を
迎
え
、
さ
ら
に
、

終
戦
後
は
政
府
の
技
術
指
導
に
よ
り

土
地
の
土
壌
改
良
と
苗
の
品
種
改
良

が
進
み
、
三
期
作
が
実
現
い
た
し
ま

し
た
。
き
び
畑
も
盛
ん
に
作
ら
れ
ま

し
た
が
、
歴
史
は
繰
り
返
さ
れ
、
平

成
か
ら
令
和
と
な
り
、
き
び
畑
か
ら

稲
作
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

真
喜
屋
区
に
生
ま
れ
育
っ
て
き
た

こ
と
に
誇
り
を
感
じ
、
地
域
の
発
展

に
努
力
し
、
伝
統
を
守
り
、
後
世
に

バ
ト
ン
わ
た
す
責
務
が
あ
り
ま
す
。

会
場
に
お
越
し
の
皆
様
方
に
は
、
今

日
の
ア
ブ
シ
バ
レ
ー
を
堪
能
し
て
い

た
だ
き
、
時
間
の
許
す
限
り
ゆ
る
り

と
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。
本
日
は
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

沖
縄
の
地
質
は
、

南
部
の
島
尻
マ
ー

ジ
、
北
部
の
国
頭
マ

ー
ジ
、
ク
チ
ャ
、
ジ

ャ
ー
ガ
ル
と
い
っ
た

土
壌
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
真
喜
屋
区

は
方
言
で
「
ま
ぎ

ゃ
」
と
呼
ば
れ
て
お

学
校
教
育
は
創
造
性
を
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る

こ
の
衝
撃
的
な
タ
イ
ト
ル
は
、
世
界
的
な
プ
レ

ゼ
ン
で
あ
る

T
E
D

T
a
lk
s

が2
0
0
6

年
に
配

信
し
た
ケ
ン
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
氏
に
よ
る
ス
ピ
ー
チ

で
す
。Y

o
u
tu
b
e

等
で
観
ら
れ
ま
す
。

国
頭
教
育
事
務
所
の
神
山
所
長
さ
ん
の
事
務
所
だ

よ
り
で
内
容
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
の
で
、
観
て
み

ま
し
た
。
彼
は
三
つ
の
こ
と
に
つ
い
て
話
し
て
い

ま
す
。
一
つ
目
は
、
人
間
の
創
造
性
に
つ
い
て
。

二
つ
目
は
、
創
造
性
は
未
来
で
何
が
起
こ
る
の
か

を
予
測
不
可
能
に
し
て
い
る
こ
と
。
三
つ
目
は
、

子
ど
も
達
の
創
造
性
を
無
駄
に
し
て
い
る
こ
と
、

で
し
た
。
次
号
か
ら
連
載
し
ま
す
。


